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平成２９年度 学校力向上に関する総合実践事業 

                           青雲小学校の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

結実する

青雲

教師が根を

張る青雲

子どもが開花

する青雲

勉強がわかると，自信をもって発表することができます 

元気なあいさつができると，さわやかな気持ちになります 

キラキラ言葉を使うと，思いやりの心が育ちます 

自分の健康を心がけると，強い体がつくれます 

最後まであきらめない気持ちをもつと，がまん強くなります 

子どもと喜怒哀楽を共感し，よさと可能性を発見します 

「チーム青雲」として，学年間や部内で日頃から情報交換に努めます 

教育の理想を語り合い，切磋琢磨しあいます 

子どもの成長を願い，学校，家庭，地域が手を携えます 

国際社会にたくましく生きる子どもを育成します 

伝統ある青雲小学校の歴史を，後世に引き継ぎます 
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・回収率は，どの学年も９０％以上です。次回もご協力をお願いします。
・睡眠時間は，どの学年も目安を下回っています。就寝時刻の遅れが睡眠不足につながり，更には学校
生活における活動に影響していくことは言うまでもありません。早い時刻に寝るようにさせましょう。
・学習時間は，４年生が目安の時間以上を確保しています。他の学年も３０分間以上は机に向かっていま
すが，学年（個人）による差はあります。今後も目安の時間への到達や継続に向けて，ご家庭での声掛け
をお願いします。家庭学習の習慣化を目指しましょう。
・読書時間は，５・６年生が目安の時間以上を確保しています。今後も継続することを期待しています。
・テレビ・ゲームは，学年が上がるにつれて時間が増えています。個人差の大きいことも，この項目の特
徴です。お子さんの様子をしっかり見たり，約束事を決めたりしながら，ご家庭で取り組んでください。長時
間利用によって犠牲にしている時間をお子さんと一緒に考えてみることも，改善の一歩になると思います。
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■目指す子どもの姿■ 

 予測のつかない未来社会を生き抜くには，創り出す力，豊かな心，行動する力，きたえる力を兼ね備

え，「自信と思いやり」に満ちた「たくましい子ども」を育成しなければならない。そのため，本校で

は「青雲のこころざし」をベースに，学習規律，時間，家庭学習，学び方を揃え，一人一人が生きる教

育活動に取り組んでいる。 

 

（１） 「青雲のこころざし」の徹底 

・学習時間の決まり（図１） 

・学習用具の決まり（図２） 

・家庭学習    （図３） 

 

（２） 全国学力・学習状況調査の 

分析と対策（図４） 

 

（３） 生活リズムチェックシートを介した 

家庭との連携（図５） 

 

（４） メディア利用実態アンケート 

 

 

 

 

 

 

（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３） 

（図５） 

子どもが開花する青雲 

 
（図２） 

 

（図１） 
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①

②

③

④
学力調査でも記述問題に苦労している。日常的に，まとめ直前の記述の
他に，問題解決過程での記述（メモ，解説，予想・仮説，見通しなど）
に繰り返し取り組むようにする。（研修）

調べ学習等での図書室活用，図書館司
書やP読み聞かせと連携を図り読書に関
心を持たせる工夫をする，家庭との連
携，朝読書

書く→発言という手順を大事にした学
習過程の定着，受容的な学級風土（支
持的風土）づくり

振り返りの場の工夫，学習の流れ（学
習規律）の徹底，対話的な学びの活動
の充実

学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたり
する事は難しい

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書い
ている

メディアの利用については，家庭内におけるルールづくりも含め，家庭
と学校が一体となってよりよい関わり方となるように留意し，高まりつ
つある学習への意欲を引き続き伸ばしていく。（生徒指導）

生活リズムチェックシート（アウトメ
ディアプロジェクト）の有効活用，時
間の使い方の指導（読書，家庭学習）

読書に対する関心が低く，図書室の活用にも児童と教師でとらえ方に違
いがある。PCと同様に図書室の利用目的を明確にした上で，利用促進を
図る。（文化）

話合い活動を設定しているが，児童の捉えとしては低い。一部の児童だ
けの活動になっていないか，論点が明らかになっているか等，場の設定
の工夫を図る。（研修）

改善の方策

話合い活動で自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かした
り，折り合いを付けたりして話し合い，意見をまとめている

学習に関する項目

友達と話し合うとき，友達の考えを受け止めて，自分の考えを持
つことができる

授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う

授業の最後に学習を振り返る活動をよく行っていたと思う

道徳の時間では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合った
りする活動に取り組んでいたと思う

国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるように
気を付けてかいている

③

④
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■望まれる教師の姿■ 

 教師は日々学び続けなければならない。各種研修会や研究会に足繁く出向き，研鑽を重ねることで，

最新の教育の動向をつかみ子どもたちに還元することができる。また，校内においては，ＯＪＴやメン

ター機能を生かし若手教師の育成を図ると共に，互いに切磋琢磨することで資質・能力を高めていかな

ければならない。 

 

（１） 豊かな知識をもった教師を目指す，メンターチームによる計画的な研修  

① ５／３１（木） 「特別支援の子への対応～授業編」 神山 

② ８／２４（木） 「学習指導要領改訂のキーワードＱＡと今後の見通し」 神山 

③ ８／２４（木） 「特別支援教育の基礎基本（内容変更あり）」 神山 

④ １０／５（木） 「（仮）理科を例にした見方・考え方と資質・能力の育成」 教頭 

⑤ １２／７（木） 「（仮）作文指導の基礎基本（授業公開あり）」 古谷 

⑥ １２／２２（水） 「特別の教科道徳の教育課程編成～指導案作成」 神山 

⑦ １／１６（火） 「（仮）音楽授業の基礎基本」 坪内 

⑧ １／１６（火） 「（仮）理科授業の基礎基本」 貝谷 

⑨ １／２５（木） 「（仮）特別支援の子への対応～生活編」 神山 

 

（２） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた                     

授業改善（図１） 

 

（３） 実践研究発表会での研究実践の検証 

・「見通し」「振り返り」を位置づけた学習活動 

                       （図２） 

 

 

（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 各種研修会への参加促進 

（図２） 

教師が根を張る青雲 
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■目指す学校の姿■ 

 校舎に元気な声が響き渡り，目を輝かせながら躍動する子どもたち。一人一人が存在感を示し，たく

ましく生きる青雲小学校の子どもたち。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結実する青雲 

思いやりの心と 強い体で がまん強く 学習にはげむ子 

～見通し持った自主的な学びを通して～ 

さわやか青雲 

～笑顔いっぱい～ 

基本スタンス 

1. 各教科・領域の学習において，学年相応の理解力や思考力，判断力，
表現力をはぐくむ。また，その学力の定着が，児童のものの見方・考
え方を育て，学校生活・友人関係を充実・改善させることから，学力
の育成を最重要課題の一つとして取り組む。 

2. 規律・秩序ある学校生活，各教科等の経営・学年学級経営が学力向上
に関連することから，あらゆる場を通して全教職員で共通理解をして
取り組む。 

3. 早寝・早起き，朝食等，規則正しい家庭生活が学力向上に影響を与え
ることを踏まえて，あらゆる場を通して家庭へ啓発する。 

学習指導の充実 

① 基礎的な知識･技能の確実な定着 

② 思考力･判断力・表現力の育成 

③ 学習意欲の向上 

1. 日常的，短期的に基礎的な知識･技能を身に付ける場の設定 

  ・朝活動の活用～読書活動，漢字・計算などの基礎学習 

  ・長期休業を活用した「すくすく学習」，参観日の「放課後サポート学習」 

  ・計画的な宿題と自主学習への発展 

  ・単元末，学期末，学習の区切りにおける「学習内容の振り返り」の確保等 

2. 思考力・判断力・表現力を育成する問題解決的学習の確立 

  ・言語活動の充実 

  ・校内研修との関連 

3. 各教科・領域での指導の充実  

  ・体験的，問題解決的な学習及び自主的，自発的な学習の確立 

  ・学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動の重視 

  ・指導方法や指導体制の工夫改善 

学力の向上
のために 

学 習 規 律 

の 確 立 

家 庭 と の 連 携 
１ 規則正しい生活習慣の確立のため，生活リズムチェックシートを活用し「早寝･早起き･朝ご飯」を合い

言葉として啓発する。 
２ 望ましい家庭学習習慣の確立のため，家庭学習の手引きを発行し活用を図る。 

キャリア教育 

の 推 進 

外 国 語 活 動 

の 充 実 

道 徳 教 育 

の 充 実 

はつらつ青雲 

～感動いっぱい～ 

クリーン青雲 

～夢 いっぱい～ 


